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研究テーマ（発表タイトル） 

海洋プラスチックの削減に向けたアップサイクルの提案 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

 本研究の目的は今ある海洋プラスチックを減らすためにリサイクルではなく、アップサイクルという形を提案をすることである。 

 

  20 世紀後半から先進国を中心に大量廃棄が問題になってい

る。私たちはその中でも約半数を占めるプラスチックごみに焦点を定

めた。日本のプラスチックごみの輸出国として 5 割を占めていた中国

が受け入れ禁止を発表したことが火種となり、世間にも広まり始め

た。そもそも海洋プラスチックとは海で生まれるものではない。陸から

河川や風を経て海に流れているものであり、現状流失を止める事は

できない。海洋プラスチックが原因で引き起こす問題は私たちの生活

に深く関わってくるというのにプラスチックを使うことをなぜやめないの

か、減少させていこうとする取り組みはあるのかを調査し、提案したいと考えた。(12) 

                                  

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

①海洋プラスチック ②リサイクルについて 

 

① 日本が先進国の中でもアメリカと共にプラスチック排出国上位にランクインする中、2018 年 6 月での海洋プラスチック憲章の

署名を見送ったことから他国に比べて、遅れを取っていることが分かる（11）。 

 海洋プラスチックの総量は約 1 億 5000 万トン。このままのペースで増加すると、2050 年には魚の量を海洋プラスチックの量が

上回ると予測される（5）。海洋プラスチックとは街から川などを通じて流れ出たプラスチックが海に漂着したものを指す言葉である。

海洋プラスチックが海に溜まっていく原因はプラスチックの利便性が挙げられる。プラスチックはその性質上、水に強く、加工もしやす

く耐久性も紙に比べて高いことから、1950 年以降爆発的に増えてきた（3）。しかし、プラスチックは簡単に大量生産しやすいが

故に処分が追いつかない。また、手軽だからこそ捨てやすく、性質上軽いため、風に流され海へと運ばれてゆくのである。世界での



プラスチック製品の割合は包装が 36%を占めていることから（5）、包装のプラスチックを減らすことだけでも全体の 3 分の 1 のプ

ラスチックを減らすことが可能である。ここから、世界での取り組みが如何に海洋プラスチック削減に繋がるかが分かる。 

 

 ②日本はリサイクル率 8 割と発表しており世界的にもかなり高い数字となっている。しかし、リサイクルの内訳を見ていくと、数字

のカラクリがあることが分かる。 

先に挙げるが、リサイクル方法は３つある。 

1．燃やして燃料として使用するサーマルリサイクルがある。サーマルリサイクルは 57%がリサイクルという項目で燃やされている。 

2．プラスチックをそのまま材料として利用するマテリアルリサイクルがある。このリサイクル率は 22%になっている。 

3．熱やガス等を使って化学的な方法で分子にして材料・製品にする方法であるケミカルリサイクルがある。また、最新技術で解

決できるのは 3%しかない。＜1．2．３．ともに（11）＞ 

 以上より３つのリサイクル方法があるが、サーマルリサイクルはプラスチックを燃やし燃料にして使用するとこは環境に悪影響を及

ぼしているため「世界基準」でのリサイクルでは、リサイクルと呼ばないのが一般的である。日本はサーマルリサイクルをリサイクルとみ

なしているため、8 割という高いリサイクルを生み出していた。また、マテリアルリサイクルは 2 割にすぎず、汚れているとリサイクルは不

可能になる。したがって日本のリサイクルを「世界基準」で見れば、世界的に低いことが現状である。 

 

３．研究テーマの課題 

 現状分析の調査の結果から、リサイクルという言葉が持つ意味は大きく、日本は誤魔化していることが判明した。また、プラスチッ

クゴミに関しても、ほとんど輸出していたこと、それが飽和することで生態系への影響が危惧されるなどの問題が起きた。 

これらのことから、以下のように課題を整理した。 

 

1.海洋プラスチックは処理しづらい上に、とても細かいので気づかない内に体内に取り組んでしまう可能性など私たちの生活に今

後かなり影響を与える存在であること。 

 

2.「リサイクル」というのを循環という意味で使ってなく、定義が曖昧になっており、日本が世界的に進んでいるという矛盾が起きてい

ること。 

  

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

上記の課題より以下の解決策を考える。 

 まず、毎年 800 万トンもの海洋プラスチックごみが海に捨てられている。このままの状態が進むと 2050 年に海は魚よりもごみの

方が多くなると予測される。プラスチックを減らすため、①使用後は自然界の微生物によって水と二酸化炭素に分解され自然に還

る生分解性プラスチックを使用すること。②紙やプラスチックの代替となる新素材であるライメックスなどの新たな素材を使用をするこ

と。③リサイクルの先をいくアップサイクルの実現化を進めること。 

 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

 私たちは改善策を提案するためにまず、現状を把握することが必要であると考え、海洋ごみとリサイクルの取り組みに関する専門

書籍やインターネット、政府関係の調査書(環境白書、海洋白書)などを調べた。 

また、専門書籍においては理解を深めるために各自で精読した後、それをもとにディスカッションをし、理解を深めることに努めた。 

６．結果や今後の取り組み 

 今回の研究から日本におけるリサイクルは海外からすればリサイクルではない、サーマルリサイクルが主流である。 

また、リサイクルされている実態はほとんどなく、できていないのが現状である。 

 



上記の課題より、アップサイクルすることを推進する。  

 ファッション業界でも、プラスチックごみのリサイクル素材を採用するブランドが増え、アップサイクルを行なっている。  

 ①アパレル業界で新しい挑戦をしている企業として高機能なスポーツウェアを発信している Girlfriend Collective がある。サス

テイナブルでスタイリッシュかつ高機能な商品である。具体的なものとして海に廃棄された古い漁網を再生してできた繊維で作られ

たレギンスである「Lite」がある。今後はエコニールを使ったスポーツウェアを発売する予定である。  

 ②スウィムブランドの「ARAKS」はエコニール製のスタイリッシュなスウィムウェアを生産している。他のスウィムブランドとして、

「TROPIC OF C」、「VITAMIN A」、そして「MARA HOFFMAN」がある。これらの水着ブランドもエコニールやペットボトルのアッ

プサイクル素材である「Repreve」を使用し始めている。  

 ③「adidas」は海洋環境保護団体と協力し、海に廃棄されたプラスチックごみを再生してランニングシューズを作った。  

このように、「adidas」は海外でアップサイクルを行い商品を生産している。  

 ④日本では三陽商会がスペインのサスティナブルブランドの「ECOALF」と共同し、2020 年春夏から商品を日本でも販売。 

また、「UPCYCLING THE OCEANS」の活動を日本でもスタート。 

したがって、今後ファッション業界でもアップサイクルが積極的に取り組まれていくことを期待する。  

 

 アップサイクルを実施する企業がアパレルを中心に増えてきていることから、私たちの生活必需品もごみから作られるものがでてくる

かもしれない。そのためにごみの多いアジアでアップサイクルでの成功例を出すことが必要である。 
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